


















































荻あや子 *　玉谷奈都美 **　岡山加奈 *
要旨　本研究は大学生が入院患者であると想定し、看護師のどのような化粧が、患者に好印象を与えるのかを
明らかにすることを目的に、A 大学 3 学科の学生 126 名に質問紙調査を実施した。その結果、濃い・派手な化
粧の印象は「話しかけにくい・近づきにくい」「怖い」が多く、薄い・地味な化粧の印象は「話しかけやすい・
近づきやすい」「清潔」が多かった。看護師の化粧 A（薄）～ E（濃）の評価では、化粧 B が最も高く、化粧 A、
C、D、E の順に低くなった。5 項目の平均評価得点は化粧 A ～ C までが 3 点以上であった。項目ごとでは、



































た。項目Ⅲでは、学生にとって ｢濃い ･ 派手｣ また










写真 A ～ E を示し、学生は自分が入院患者である
と想定し、清潔感・優しさ・明るさ・信頼性・真面
目さの 5 項目について、全く感じない 1 点、どちら
かといえば感じない 2 点、どちらかといえば感じる
3 点、すごく感じる 4 点の 4 段階で評価した。写真
の顔は化粧 A ～ E に向かい順に濃くなっており、
化粧 A はファンデーションと眉ずみのみ、化粧 B
は化粧 A にチークと口紅を加え、化粧 C は化粧 B
にアイラインとマスカラを加え、化粧 D は化粧 C



















2 ～ 3 日、③ 4 ～ 6 日を「1 週間未満群」とし、④ 1
週間以上 2 週間未満、⑤ 2 週間以上 1 ヶ月未満、⑥





























　調査票は 126 部配布し、119 部（回収率 94.4％）
を回収した。有効回答率は 100％であった。対象者
は、看護学科の 4 年次生 44 名（37％）、デザイン工
学科の 1 年次生 41 名（34.5％）、スポーツシステム
工学科の 1 年次生 34 名（28.6％）で、性別は、男
性 57 名（47.9％）と女性 62 名（52.1％）であった。
各学科の男女構成は、看護学科は女性 44 名、デザ
イン工学科は男性 27 名と女性 14 名、スポーツシス







帰り入院が 1 名、2 ～ 3 日が 6 名、4 ～ 6 日が 15 名、
1 週間以上 2 週間未満が 12 名、2 週間以上 1 ヶ月未
満が 7 名、1 ヶ月以上 3 ヶ月未満が 1 名、3 ヶ月以
上が 2 名であり共に約 1 年の入院であった。「1 週
間未満群」は 22 名、「1 週間以上群」は 22 名であっ
た。入院中の不安 ･ 精神的苦痛では、不安や苦痛が
なかった者が 7 名、少しあった者が 21 名、まずま


















































表 1  化粧をした方がよい理由とどちらでもよい理由 
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次いで ｢看護師の印象が良くなる｣ が 44.8％であっ
た。これに対して他学科では ｢看護師の印象が良く
なる｣ が 41.9％と最も多く、次いで ｢社会人として
の礼儀・マナー｣ が 32.6％であった（図 1）。また看
護学科が化粧をした方がよいと回答した理由が ｢社
会人としての礼儀・マナー｣、｢看護師の印象が良く

























　化粧 A ～ E における平均評価得点では、化粧 B
が最も評価が高く、次いで化粧 A、C、D、E の順
に低くなった（図 5）。項目別では真面目さにおい
て、化粧 B より化粧 A の評価がやや高くなってい






















に比べ、化粧 A ～ D において評価が有意に高かっ
た（p<0.05）。化粧 E において有意差は認められな




























図６　化粧 A 〜 E における項目ごとの平均評価得点
評価得点
n=119






































































































































































































































　｢濃い ･ 派手｣ な化粧には、約 80％の人が否定的





考え、｢薄い ･ 地味｣ な化粧による ｢話しかけやす
い ･ 近づきやすい｣ という印象は、何でも相談しや
すく、信頼関係形成の第一歩となる重要な要素であ
ると思われる。化粧 A ～ E の評価では、最も薄い
化粧 A は、最も濃い化粧 E よりも評価が高くなり、
清潔感、優しさ、信頼感、真面目さの項目で、薄い
化粧の評価が高く、明るさの評価が低くなる傾向に
あることが分かる。｢薄い ･ 地味｣ な化粧にもつ印
象から，約 2 割の人が ｢不健康そうだ ･ 元気が出な
い｣ と回答しており、薄めの化粧は多くの場合に ｢

























































２ ．化粧 A ～ E では、化粧 B の評価が最も高かっ
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